
再評価 【番号6】 砂防防災課

宮内
急傾斜地崩壊対策事業



３．榎谷の概要１．事業箇所

位置図

宮内急傾斜地崩壊危険区域

急傾斜地崩壊危険区域

被害想定区域

市道

国道492号

H23 事業開始
人家
公益施設引用：google map

がけ崩れ災害の
イメージ



高さH

おおむね2H（50mを限度とする）

誘発助長区域

おおむねH

勾配30°以上

急傾斜地崩壊危険区域

被害想定区域

３．榎谷の概要２．事業の進捗について

１

①Ａブロック一部完了

②Ｂブロック未整備

６

Ａブロック Ｂブロック Ｄブロック Ｅブロック ＦブロックＣブロック

⑥Ｆブロック未整備

２

３

③Ｃブロック未整備

④Ｄブロック一部完了

⑤Ｅブロック未整備

５

４



３．榎谷の概要３．費用対効果について

Ｂ／Ｃ＝ ４．２

費用対効果分析

● 一般資産被害軽減
● 人的被害軽減
● 公共土木施設等被害軽減

B＝ １６．７億円 （現在価値化後）

Ｃ＝ ４．０億円

総便益

総費用

主な保全対象

● 人家 １９戸
● 避難所 ２戸
● 国道４９２号（避難路）・市道

事 業 継 続

（現在価値化後）

口山郵便局宮内東集会所
（避難所）

宮内西集会所
（避難所）

● 事業費
● 維持管理費

急傾斜地崩壊危険区域

被害想定区域


